
東京市場で物色の潮目に変化（NT倍率反落）

1
（出所) 各種の市場データより作成（7月6日）

AI・半導体一辺倒から、出遅れ割安大型株に循環物色が広がる

（7月6日）



順位 業種 時価総額(兆円) 26年上半期騰落 順位 業種 時価総額(兆円) 7月初来騰落率

1 非鉄金属 31.8 94.1% 1 金属製品 7.0 10.0%

2 ガラス・土石製品 12.4 56.9% 2 空運業 2.9 8.1%

3 電気機器 313.8 46.5% 3 保険業 40.6 7.5%

4 銀行業 139.8 30.9% 4 輸送用機器 81.4 7.1%

5 金属製品 7.0 29.0% 5 ゴム製品 7.9 6.4%

6 化学 65.6 24.6% 6 銀行業 139.8 6.2%

7 機械 80.3 21.6% 7 機械 80.3 5.8%

8 保険業 40.6 21.3% 8 証券・商品先物取引業 10.9 5.4%

9 その他金融業 16.4 19.8% 9 倉庫・運輸関連業 2.1 4.9%

10 食料品 37.2 14.8% 10 石油・石炭製品 5.7 4.8%

24 情報・通信業 104.1 0.6% 24 パルプ・紙 1.9 2.9%

25 電気・ガス業 14.2 -1.1% 25 食料品 37.2 2.6%

26 空運業 2.9 -1.1% 26 情報・通信業 104.1 2.4%

27 ゴム製品 7.9 -1.5% 27 電気・ガス業 14.2 2.0%

28 医薬品 48.1 -1.6% 28 鉱業 4.9 1.9%

29 不動産業 23.7 -3.7% 29 水産・農林業 1.0 1.4%

30 陸運業 24.7 -7.1% 30 精密機器 21.5 -0.4%

31 鉄鋼 7.9 -9.1% 31 電気機器 313.8 -1.2%

32 輸送用機器 81.4 -13.2% 32 ガラス・土石製品 12.4 -2.0%

33 その他製品 23.2 -16.1% 33 非鉄金属 31.8 -10.4%

東証33業種株価指数の26年上半期騰落率（降順） 東証33業種株価指数の7月初来騰落率（降順）

業種別株価指数の騰落率が示す「循環物色」の兆し
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上半期のリード業種から、7月初来は出遅れ業種へ資金シフト

（出所) 市場データより作成（上半期の騰落率は25年末から26年6月末終値、7月初来騰落率は6月末から7月6日終値）



NYダウが連日最高値を更新した米国株の底がたさ
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（出所) 各種の市場データより作成（7月6日）

米国市場でも「建国250周年記念」の前から、循環物色が広まった

*NYダウ平均＝Dow Jones Industrial Average

(過去１年の日次ロウソク足と25日・75日移動平均線）

「アメリカの黄金時代は、まだ始まったばかりだ」

(7/4)トランプ大統領は建国250周年記念祝賀式典で演説



インド株式が約1年ぶりに復調に向けた兆し
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（出所）市場データと各種分析にもとづき作成（7月3日）

Nifty50指数は先週、約１年ぶりに100日移動平均線を上抜けた



インドの投資魅力と日本企業の進出加速

5


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5

